
駆
除
駆
除

き
れ
い
に

咲
い
て
い
て
も

し
ま
し
ょ
う
。

● 
特
定
外
来
生
物
「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」

５〜７月ごろに黄色の花をつける北米原産のキク科の多年草「オオキンケイギク」は、観賞用・緑化
用として海外から持ち込まれましたが、繁殖力が強く、日本の生態系に重大な影響を及ぼす恐れがあ
る植物として、平成 18 年に外来生物法による「特定外来生物」に指定され、栽培、運搬、販売、野
外に放つことなどが禁止されています。

栽培・運搬・販売などは禁止されています栽培・運搬・販売などは禁止されています

オオキンケイギクの特徴オオキンケイギクの特徴
花の色は黄色で中心も同じ色
花の大きさは、５〜７cm 程度
花びらの先はギザギザ
葉は細長いヘラ状の形
葉の両面に荒い毛が生えています
茎の高さは 30 〜 70cm 程度

〇

〇

〇

〇

〇

〇

駆除はどうすればいいの？駆除はどうすればいいの？

駆除は、花が咲き始め
の５月上旬ごろから実
施すると良いでしょ
う。夏から秋にかけて
種をつけます。

時 期
オオキンケイギクは多年
草です。大変ですが、根
こそぎ駆除しましょう。
同じ場所で、翌年も続け
て抜き取りできると効果
的です。

駆 除 方 法
オオキンケイギクの種子と根は、生きたま
まの運搬などが法律で禁止されています

（種子ができる前に、地上部を刈り取った
場合には関係ありません）。根こそぎ引き
抜いた後、その場で枯らせたり、燃やすご
みとして処理してください。

処 分 方 法

問い合わせ先問い合わせ先
農林環境課 ☎ 43-9023 午前８時 30 分～午後５時 15 分（土日および祝日を除く）

先がギザギザになっている花びら 細長いヘラ状になっている葉

路肩に咲くオオキンケイギク

※ 駆除する場合は、生育している場所の管理者に了解を得てから行ってください
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まちの 話題話題 お届けします

家族連れなどでにぎわう会場

● 第 31 回滝の千年ツバキまつり
千年を超える息吹を感じる

　晴天の下、ちんざん前広場および千
年ツバキ公園において、「第 31 回 滝

の千年ツバキまつり」が開催され、多くの来場
者でにぎわいました。
　毎年恒例の本イベントは、今年もつきたての

おもちをふるまう「千本づき」からスタート。
会場一帯では、飲食や地元産品の販売ブース出
店、滝の千年ツバキ公園までのスタンプラリー、
ビンゴゲームなどが行われました。
　また、加悦椿文化資料館内では、宮津天橋高
校加悦谷学舎の茶道部の生徒らによる茶席が設
けられ、綾部市から訪れた男性は「雰囲気の良
い場所で、おいしいお茶をいただくことができ
ました」と笑顔で話してくれました。

14
4

宮
津
天
橋
高
校
加
悦
谷
学
舎
の

生
徒
た
ち
に
よ
る
茶
席

キッチンカーや飲食ブースが並ぶ会場

● COME COME 与謝野
廃校舎が寂しい場所にならないように

　旧与謝小学校において、宮津天橋高
校主催の「COME COME 与謝野」が

開催され、家族連れや高校生など約 450 人の
来場者でにぎわいました。
　本イベントは「廃校を活用し、この地域に活
気を取り戻したい !!」との思いで、同校の宮津・

加悦谷学舎の生徒たちが企画。会場には、地元
のキッチンカーや両学舎の探究ブースの出店に
加えて、峰山高校の生徒によるステージ発表な
どが行われ、イベントを盛り上げました。主催
した高校生たちは「廃校舎が寂しい場所になら
ないようにしたい。４月以降は定期的に校舎を
活用してもらえるような仕組みができるよう、
探究活動を進めていきたい」と抱負を話すなど、
年代や地域の垣根を越えて交流できるイベント
となりました。

31
3

す
ば
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
た

加
悦
谷
学
舎
の
合
唱
部
の
生
徒
た
ち

【シリーズ／子育てするならこのまちで － Vol. ２】

【
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
】

生
後
約
１
ヵ
月
ご
ろ
に
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
を
行
い
、
応
援
ギ
フ
ト
の
申

請
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

《
申
請
書
の
受
け
取
り
後
》

｜
１
｜
申
請
書
に
あ
る
二
次
元

コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
読
み
取
り
、
専
用
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
ま
す
。

｜
２
｜
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
Ｉ
Ｄ
」「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を

入
力
し
て
登
録
し
ま
す
。

※ 

こ
の
時
点
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
は
付

与
さ
れ
ま
せ
ん

｜
３
｜
登
録
後
、
登
録
完
了
通
知

が
届
き
、
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ

ま
す
。

※ 

登
録
完
了
通
知
が
届
く
ま
で
に
、

１
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す

｜
４
｜
お
好
み
の
商
品
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※ 

ポ
イ
ン
ト
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
、

ど
ち
ら
も
登
録
完
了
か
ら
６
ヵ
月
間
で
す

　
与
謝
野
町
で
は
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な

い
支
援
と
し
て
、
出
産
・
育
児
な

ど
の
見
通
し
を
一
緒
に
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
継
続
的
な
支
援
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
令
和
４
年
か

ら
国
の
施
策
を
活
用
し
て
妊
婦
・

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
す
る

た
め
、
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付

金
事
業
（
産
前
産
後
に
そ
れ
ぞ
れ

５
万
円
を
給
付
）
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
３
月
か
ら
は
、
京
都
府
出
産
・

子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
「
み
ら
い
く

ベ
ビ
ー
ギ
フ
ト
（
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ

ト
）」の
活
用
を
開
始
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
専
用
サ
イ
ト
内
で
使
用

で
き
る
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
ミ
ル
ク
や
お
む
つ
な
ど
の

出
産
・
育
児
関
連
用
品
か
ら
、
与

謝
野
町
の
産
後
ケ
ア
事
業
な
ど
で

利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
の
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
ま
で
幅
広
い
商
品

が
購
入
で
き
、
ご
家
庭
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
選
択
い
た
だ
け
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
の
応
援
ギ
フ
ト

　

妊
娠
中
の
方
を
対
象
と
し
た

「
出
産
応
援
ギ
フ
ト
（
５
万
円
）」、

産
後
の
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し

た
「
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
（
お
子

さ
ん
一
人
に
つ
き
５
万
円
）」
の

２
つ
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
デ

ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
で
の
付
与
と
な

り
ま
す
。

― 

注 

― 

他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方

で
、
前
住
所
地
で
国
の
出
産
子
育
て
応

援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
お
ら
れ
る

場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

【
出
産
応
援
ギ
フ
ト
】

令
和
６
年
３
月
以
降
に
妊
娠
届
を

提
出
し
た
妊
婦
の
方

【
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
】

令
和
６
年
３
月
以
降
に
出
生
し
た

お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方

申
請
方
法

【
出
産
応
援
ギ
フ
ト
】

妊
娠
届
の
提
出
の
際
に
、
保
健
師

や
助
産
師
と
面
談
を
行
い
ま
す
。

面
談
終
了
後
に
、
応
援
ギ
フ
ト
の

申
請
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

みらいくベビーギフト
はじめました

京都府出産・子育て応援ギフト

生まれ育つ子どもたちに対して、子育て家庭が子
どもの誕生を喜び、笑顔や希望を持って子育てを
スタートできるよう、子育てに必要なギフトをお
届けする事業です。

問　子育て応援課 ☎ 43-9024

事 業 の 詳 細 は
「 み ら い く ベ
ビーギフト」の
ホームページを
ご覧ください。

※ 

与
謝
野
町
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ

ト
ご
利
用
ク
ー
ポ
ン
に
つ
い
て
は
、
専
用

サ
イ
ト
内
で
５
月
中
に
掲
載
予
定
で
す
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特 集
①

年 度令 和 6
施政方針

住
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い

人
・
環
境
・
未
来
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
以
下
、「
感
染
症
」）
の

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
２
類
か
ら

５
類
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地

域
社
会
に
お
い
て
も
人
と
人
の
交
流
が

活
発
化
し
、
街
角
や
学
校
な
ど
に
笑
顔

や
笑
い
声
が
広
が
り
、
人
は
人
と
の
つ

な
が
り
の
中
で
生
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
私
も
ま

た
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う
機
会

に
恵
ま
れ
、
当
た
り
前
で
あ
っ
た
光
景

が
再
び
目
の
前
に
戻
っ
た
こ
と
に
感
動

す
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
百
年
に
一
度
の
公
衆
衛
生
上
の
危
機

と
言
わ
れ
た
感
染
症
を
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
医
療
従
事
者
を
は

じ
め
と
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
皆
さ
ん
、
住
民
・
事
業
者
の
皆

さ
ん
の
他
者
を
思
い
や
る
気
持
ち
の
賜

物
で
す
。
こ
こ
に
、
改
め
て
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
間
、
役
場
組
織
を
あ
げ
て
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
す
ま
し
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
と
も
に
創つ
く
る
た
め

に
対
話
と
協
働
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
「
住
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、人・

環
境・未
来
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
を
め
ざ
す
決
意
で
す
。

変
化
す
る
地
域
社
会

　
　

　
本
町
は
人
口
減
少
が
進
む
基
礎
自
治

体
の
一
つ
で
す
。
18
歳
を
境
に
進
学
や

就
職
の
た
め
に
転
居
す
る
方
々
が
多
い

と
い
う
こ
と
、
出
生
数
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
静
か
な
る
有
事
で
あ
る
人
口
減
少

は
、
地
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
人
手
不
足
の
深
刻
化
、
空
き
家

や
廃
屋
の
増
加
、
消
防
団
員
の
減
少
な

ど
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を

困
難
な
状
況
に
追
い
込
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
な
ど

の
構
造
的
な
課
題
に
加
え
て
、
２
年
前

の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
起
因

と
す
る
経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、
電

力
や
ガ
ス
料
金
の
価
格
高
騰
を
引
き
起

こ
し
、
現
在
で
は
物
価
が
全
体
的
に
高

騰
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
住
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
厳
し
い
状
況
下

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
課
題
を
解
決

す
る
努
力
や
地
域
の
魅
力
や
可
能
性
を

高
め
る
挑
戦
を
重
ね
ら
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。勇
気
を
出
し
て
踏
み
出
す
一
歩
は
、

い
つ
の
時
代
で
も
尊
い
も
の
で
す
。
地

域
の
動
向
に
目
を
凝こ

ら
し
て
い
る
と
、

そ
の
一
歩
が
人
の
心
を
動
か
し
て
い
る

と
感
じ
る
場
面
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ

り
、
心
を
打
た
れ
ま
す
。　

　
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
経
済

情
勢
の
中
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
行
政

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
複
雑
か
つ
多
様
化

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
与
謝
野
町
役
場
に
お
い
て

も
、
限
ら
れ
た
行
政
資
源
を
賢
く
分
配

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も

に
、
自
治
区
・
地
域
団
体
・
地
域
内
外

の
非
営
利
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
法
人

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
す
る
必
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
の
時
代
に
地
方
自
治
に
携
わ
る

私
た
ち
に
託
さ
れ
た
問
い
は
、「
連
携

に
よ
る
大
き
な
社
会
を
い
か
に
創
り
あ

げ
る
の
か
」
で
す
。

与
謝
野
町
の
め
ざ
す
姿

　　
令
和
６
年
度
を
「
住
民
の
皆
さ
ん
に

寄
り
添
い
、
人
・
環
境
・
未
来
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
年
」
と

位
置
付
け
ま
し
た
。
変
化
す
る
地
域
社

会
の
実
情
を
的
確
に
捉
え
、
住
民
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
大
き
な
社
会
づ
く
り

に
共
感
・
参
画
し
て
く
だ
さ
る
す
べ
て

の
皆
さ
ん
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
重
要
な
の
は
、
や
は
り

第
２
次
与
謝
野
町
総
合
計
画
の
基
本
構

想
で
示
し
た
、「
み
ん
な
の
手
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
」「
将
来
世
代

の
た
め
に
も
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
」「
み
ん
な
に
と
っ
て

み
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
」

だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
合
併
以
降
、「
水
・
緑
・
空 

笑
顔
か

が
や
く
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
私
た
ち
は
美
し
い
水
と
緑
、

澄
ん
だ
空
に
代
表
さ
れ
る
自
然
と
の
調

和
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り

の
笑
顔
が
か
が
や
く
、
触
れ
合
い
豊
か

な
ま
ち
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

想お
も
い
を
尊
重
し
つ
つ
、
第
２
次
与
謝
野

町
総
合
計
画
で
は
「
人
・
自
然
・
伝
統 

与
謝
野
で
織
り
な
す
新
た
な
未
来
」
を

未
来
像
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

は
、
経た

て

糸
と
緯よ

こ

糸
が
交
わ
り
風
合
い
豊

か
な
丹
後
ち
り
め
ん
が
織
り
な
さ
れ
て

い
く
よ
う
に
、
自
然
と
伝
統
が
交
わ
り

な
が
ら
、
ま
ち
の
主
人
公
で
あ
る
住
民

一
人
ひ
と
り
が
本
町
の
新
た
な
未
来
を

創
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
第
２
次
与
謝
野
町

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
２
年
目
に

あ
た
る
年
と
な
り
ま
す
。
改
め
て
、
総

合
計
画
の
策
定
を
通
じ
て
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
分
か
ち
合
っ
た
基
本
理
念
を
踏

ま
え
て
、
政
策
や
事
業
を
粘
り
強
く
実

行
し
て
い
く
こ
と
を
、
与
謝
野
町
役
場

の
基
本
的
な
行
動
原
理
で
あ
る
こ
と
を

表
明
い
た
し
ま
す
。

※ 令和６年度施政方針から抜粋。また、広報紙用に編集しています

７７つの分野別方針
つの分野別方針

令
和
６
年
度
施
政
方
針

の
全
文
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

● 対話による協働のまちづくり・

行財政運営の構築

これまで実施してきた取り組みを与謝野町役

場に集うすべての職員で共有し、さらに深化

させることで、未来にもやさしいまちづくり

を進めます。

● 環境・暮らしに寄り添う

環境・暮らしに寄り添い、美しくて住みやす

い安心安全なまちをつくっていくためには道

路や河川、橋梁、上下水道などの社会基盤整

備や消防力の維持が重要となりますが、財源

確保に努めながら計画的に投資を進めます。

● 教育・スポーツ・文化活動に寄り添う

学習指導要領にある「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向け、演劇的手法による学び

を取り入れ、その育成を図っていきます。

● 子ども・子育てに寄り添う

長年の懸案事項のひとつでもある野田川地域

の認定こども園の整備事業を推進します。

● 健康・福祉に寄り添う

一人ひとりの多様な個性が尊重され、地域社

会で真に安心して暮らせるまちとなるよう、

孤独・孤立・自殺・認知症・LGBTQ に関連

する対策をより一層進めます。

● 交流・移住定住に寄り添う

先人たちから受け継いだ交流の歩みを尊重

し、さらなる発展をめざして取り組むと同時

に、新たな交流も開始します。

● 産業・仕事に寄り添う

それぞれの産業を新しいステージに乗せてい

くための第一歩を踏み出します。

令和６年度
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当初予算の詳細は、
町ホームページから
ご覧いただけます。

一般会計の歳入（まちに入ってくるお金）

分担金・使用料 分担金・使用料 
諸収入等諸収入等（5.8％）（5.8％）
６６億億 8,1628,162 万円万円

繰入金繰入金（5.1％）（5.1％）
５５億億 9,0499,049 万円万円

地方譲与税等交付金地方譲与税等交付金（5.6％）（5.6％）
６６億億 5,5305,530 万円万円

府支出金府支出金（7.1％）（7.1％）
８８億億 2,6462,646 万円万円

国庫支出金国庫支出金（9.0％）（9.0％）
1010 億億 5,3945,394 万円万円

地方交付税地方交付税（47.8％）（47.8％）
5555 億億 7,0007,000 万万円円

町税町税（15.9％）（15.9％）
1818 億億 5,4795,479 万円万円

令和６年度 与謝野町 の 予予算算　与謝野町では厳しい財政状況が続く中、限られた財与謝野町では厳しい財政状況が続く中、限られた財
源を活用して行政サービスを実施しています。皆さん源を活用して行政サービスを実施しています。皆さん
が納められた税金がどのように活用されているのか、が納められた税金がどのように活用されているのか、
令和６年度当初予算の概要をお知らせします。令和６年度当初予算の概要をお知らせします。

特別会計・公営企業会計予算

特別・企業会計項目 令和６年度予算 前年対比

宅地造成事業特別会計 6,671 万円 ―

下水道特別会計 ０万円 皆減

農業集落排水特別会計 ０万円 皆減

介護保険特別会計 29 億 6,814 万円 2.4％

土地取得特別会計 39 万円 ―

国民健康保険特別会計 22 億 7,050 万円 ▲ 0.2％

後期高齢者医療特別会計 ３億 9,059 万円 ▲ 0.5％

財産区特別会計 9,663 万円 ▲ 55.9％

水道事業会計（公営企業会計） 11 億 9,508 万円 ▲ 0.4％

下水道事業会計（公営企業会計） 20 億 5,639 万円 皆増

一般会計の歳出（まちが使うお金）基金の状況（貯金）

令 和 ２ 年 度 決 算 額 16 億 300 万円

令 和 ３ 年 度 決 算 額 16 億 1,000 万円

令 和 ４ 年 度 決 算 額 16 億 1,800 万円

令 和 ５ 年 度 見 込 額 14 億 4,500 万円

令 和 ６ 年 度 見 込 額 10 億 4,600 万円

※ 財政調整基金のみの残高

【一般会計】
当初予算額の推移

町債の状況（借金）

令 和 ２ 年 度 決 算 額 約 284 億円

令 和 ３ 年 度 決 算 額 約 272 億円

令 和 ４ 年 度 決 算 額 約 251 億円

令 和 ５ 年 度 見 込 額 約 237 億円

令 和 ６ 年 度 見 込 額 約 220 億円

※ 全会計の残高

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案

は
、
２
月
29
日
に
開
会
し
た
与
謝
野
町

議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
か

ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、採
決
の
結
果
、

可
決
成
立
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

　
予
算
額
は
１
１
６
億
６
４
０
０
万
円

と
な
り
、前
年
度
と
比
較
し
て
１・２
％

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
地
方

交
付
税
が
全
体
の
47
・
８
％
を
占
め
、

町
税
が
15・９
％
、
国
庫
支
出
金
が
９・

０
％
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
国
や
府
か

ら
の
財
源
に
依
存
す
る
財
政
基
盤
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
債
（
ま
ち

の
借
金
）
は
、
今
後
の
野
田
川
地
域
の

認
定
こ
ど
も
園
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
新
設
を
見
据
え
、
前
年
度
と
比
較
し

て
約
44
・
０
％
減
の
４
億
３
１
４
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
負
担

金
な
ど
の
補
助
費
が
全
体
の
24
・
２
％

を
占
め
、
続
い
て
人
件
費
が
21・９
％
、

物
件
費
・
維
持
補
修
費
が
14
・
３
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
借
金
の
返
済

に
あ
た
る
公
債
費
は
12・６
％
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
９・
６
％
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
末
の
町
債
残
高
（
全

会
計
）
は
、
合
併
以
来
最
小
の

２
２
０
億
６
４
０
０
万
円
に
な
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
財
政
指
標
の
一
つ
「
実

質
公
債
費
比
率
（
※
１
）」
は
、
令
和
６

年
度
決
算
で
16
・
７
％
（
前
年
度
比

0.9
％
減
）
と
試
算
し
て
お
り
、
段
階
的

に
減
少
し
て
い
く
見
通
し
で
す
。

特
別
・
企
業
会
計
の
概
要

　
特
別
会
計
は
特
定
の
事
業
を
行
う
た

め
の
会
計
で
、
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
一
般
会
計
か
ら
切
り
離
し
て

管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
営
企
業

会
計
は
、
民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
事

業
収
益
に
よ
っ
て
経
営
し
て
お
り
、
こ

ち
ら
も
一
般
会
計
と
切
り
離
し
て
管
理

し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
特
別
会
計
が
今
年
度
か
ら

「
下
水
道
事
業
会
計
」
の
公
営
企
業
会

計
と
な
り
、
皆
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
、
災
害
に
強
い
強
靭
な
水
道
施
設
の

必
要
性
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
本
町

は
、
水
道
施
設
耐
震
化
計
画
に
も
と
づ

き
耐
震
化
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度

は「
石
川
浄
水
場
導
水
管
付
設
替
工
事
」

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

令和５年度から

1億4,700万円の減額

令和５年度　一般会計予算額

118億 1,100万円

116億6,400万円
令和６年度　一般会計予算額

問　企画財政課 ☎ 43-9015

自主財源
26.8％

依存財源依存財源
73.2％73.2％

１
１
８

１
１
８
億億
７
６
４
４

７
６
４
４
万
円
万
円

１
１
４

１
１
４
億億
１
６
０
０

１
６
０
０
万
円
万
円

１
２
１

１
２
１
億億
４
０
０

４
０
０
万
円
万
円

１
１
８

１
１
８
億億
１
１
０
０

１
１
０
０
万
円
万
円

１
１
６

１
１
６
億億
６
４
０
０

６
４
０
０
万
円
万
円

令
和
２
年
度

令
和
４
年
度

令
和
３
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

町債町債（3.7％）（3.7％）
４４億億 3,1403,140 万円万円

人件費人件費（21.9％）（21.9％）
2525 億億 5,2855,285 万円万円

扶助費扶助費（13.3％）（13.3％）
1515 億億 5,2575,257 万円万円

公債費公債費（12.6％）（12.6％）
1414 億億 7,2467,246 万円万円

義務的経費義務的経費
47.8％47.8％消費的経費消費的経費

38.5％38.5％

その他の経費その他の経費
9.4％9.4％

投資的経費投資的経費
4.3％4.3％

普通建設事業費（4.3％）普通建設事業費（4.3％）
５５億億 286286 万円万円

物件費・維持補修物件費・維持補修（14.3％）（14.3％）
1616 億億 7,0227,022 万円万円

補助費補助費（24.2％）（24.2％）
2828 億億 2,4872,487 万円万円

繰出金繰出金（6.8％）（6.8％）
７７億億 9,3059,305 万円万円積立金ほか積立金ほか（2.6％）（2.6％）

２２億億 9,5129,512 万円万円

※ 円グラフの数字は千円未満を切り捨てているため、合計が一致しない場合があります※１・・・借金返済に使われている割合

【
特
集 

①
】
令
和
６
年
度
施
政
方
針
と
予
算
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認知症の方やその家族を支える
体制をより充実するため、認知
症に特化した伴走支援拠点を整
備します。

認知症伴走型支援事業

健康・福祉に寄り添う

予算額（150 万円）／福祉課

【
特
集 

①
】
令
和
６
年
度
施
政
方
針
と
予
算

「与謝野環境保全型農業拡大戦
略」を策定するとともに、特色
ある農業に取り組む農業者や農
業団体を支援します。

自然循環農業推進事業

産業・仕事に寄り添う

予算額（1,390 万円）／農林環境課

産業・仕事に寄り添う

令和７年７月 31 日に「与謝野
駅 100 周年」を向かえます。
地域団体等との協働により駅周
辺まちづく計画を策定します。

与謝野駅周辺まちづくり計画事業

交流・移住定住に寄り添う

予算額（25 万円）／企画財政課

京都府立聾
ろ う

学校舞鶴分校に通
学・通園する児童に支援員を派
遣し、与謝野駅から学校までの
通学・通園を支援します。

障害児通学支援事業

健康・福祉に寄り添う

予算額（799 万円）／子育て応援課

通学路整備として清水谷線道路
改良事業（岩滝）や奥山川調節
池測量設計業務（三河内）など
を実施します。

道路新設改良・河川改修事業

環境・暮らしに寄り添う

予算額（１億 3,745 万円）／建設課

与謝野町の分譲宅地を購入し、
住居を新築される方を支援しま
す。※ 最大 310 万円！　町内在住
の定住希望者も支援します

よさの住宅新築支援事業

交流・移住定住に寄り添う

予算額（310 万円）／建設課

今後の地震に対する備えとし
て、国・府と協調し耐震化新制
度を緊急的に拡充します。
※ 令和６・７年度の時限的拡充

住宅等耐震化事業

環境・暮らしに寄り添う

予算額（500 万円）／建設課

学童保育所の運営を民間事業者
に切り替えるとともに、校外生
活の場を拡充させます。
※ 定員を 245 人へ拡充（20 人増加）

放課後児童健全育成事業

子ども・子育てに寄り添う

予算額（7,013 万円）／社会教育課

地域の課題解決に向けて、多様
な主体による協働のまちづくり
を推進します。

対話と協働による
まちづくり事業

対話による協働のまちづくり

予算額（1,043 万円）／企画財政課

岩滝小学校と野田川地域の小・
中学校に学校運営協議会を新た
に設置し、地域学校協働活動を
一体的に推進します。

地域学校協働活動推進事業

教育・スポーツ・文化活動に寄り添う

予算額（155 万円）／社会教育課

多様性を尊重し合う社会づくりの
実現に向け、パートナーシップ制
度の導入や LGBTQ の方のため
のメール相談などを実施します。

人権啓発事業

対話による協働のまちづくり

予算額（241 万円）／住民税務課

令
和
６
年
度
当
初
予
算
案

記
者
発
表
資
料

電気代などの高騰に伴う家計
負担を軽減するとともに、家
庭における地球温暖化対策を
推進します。

よさの住環境改善
省エネ家電買換応援事業

環境・暮らしに寄り添う

予算額（7,076 万円）／農林環境課 次代を担う子どもの健康の保
持・増進を図るため、子育て
支援医療の対象を高校生相当
年齢まで拡大します。

子育て支援医療事業

子ども・子育てに寄り添う

予算額（5,642 万円）／子育て応援課

１月 19 日に国重要文化財に指
定された「旧尾藤家住宅」など、
文化財の保存・活用を推進しま
す。

文化財保護事業
予算額（1,447 万円）／社会教育課

学校・スポーツ・文化活動に寄り添う

令和６年度の主要事業の一部を紹介

就学前保育環境の格差を解消
するため、野田川地域の認定
こども園の新園舎整備を推進
します。

認定こども園施設整備事業

子ども・子育てに寄り添う

予算額（61 万円）／子育て応援課 住民の皆さんに寄り添い、
人・環境・未来にやさしい
まちづくりを実現する

主な事業主な事業
※ つばきこども園

「与謝野町総合計画（みんな・みらい・みえるのまちづく
り理念）」と「７つの分野別方針」に基づき、対話と協働
によるまちづくりを推進します。

与謝野町企業誘致戦略にもとづ
き、町内の空き家・空き工場を
活用した、比較的規模の小さな
企業誘致を推進します。

地域資源を活用した
企業誘致推進事業

予算額（340 万円）／産業観光課

拡充 !! 拡充 !!

拡充 !!拡充 !!拡充 !!

拡充 !!

拡充 !!
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多
様
な
主
体
に
よ
る

多
様
な
主
体
に
よ
る

「
協
働
」
の
背
景

「
協
働
」
の
背
景

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
、

ま
た
、
個
人
の
価
値
観
や
生
活
様
式
の

多
様
化
も
進
む
中
、「
空
き
家・空
き
地
」

の
増
加
や
「
高
齢
者
世
帯
や
認
知
症
高

齢
者
の
増
加
」
な
ど
、
新
た
な
地
域
課

題
も
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
多
様
化
・
複
雑
化
し
た
地
域
課
題

や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
家
族
内
や
隣
近
所
、

自
治
会
な
ど
の
中
で
の
解
決
や
一
律
公

平
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
は
対
応

が
困
難
な
状
況
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
か
ら
も
、
多

様
な
主
体
に
よ
る
助
け
合
い
、
支
え
合

う
関
係
や
つ
な
が
り
の
必
要
性
が
論
じ

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
の
強
み
を
い

か
し
た
協
力
・
連
携
・
協
働
に
よ
る
新

た
な
「
助
け
合
い
、
支
え
合
う
」
ま
ち

づ
く
り
（
新
た
な
公
共
※
１
）
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
※
１
）
指
針
に
お
い
て
「
新
た
な
公
共
」
と
は
、
行
政
、
町

民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）、
企
業
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
と
得
意
を
い
か
し
て
、
公
共
的
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
・

提
供
す
る
仕
組
み
や
考
え
方
の
こ
と
。
与
謝
野
町
で
こ
れ
ま
で

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
共
助
・
商
助
」
領
域
に
多
様
な
主
体

が
「
助
け
合
い
、
支
え
合
う
」
要
素
（
補
完
・
協
力
し
合
う
）

を
加
え
た
表
現

第 2 次与謝野町総合計画後期基本計画
地域協働・行財政運営分野「住民が主人公となるまち」

対話と協働で支え合う対話と協働で支え合う
地域をめざして地域をめざして

特
集
②

　町民の皆さんと行政がお互いに共有する指針として、協働のまちづくりを推進する
ための３つの方向性と、連携による地域課題の解決に向けた取り組みを推進するため
の４つの重点的に推進すべき取組目標を掲げ、今年度から実行に移していきます。
問　企画財政課 ☎ 43-9015

それぞれの強みと得意をいかした住民の暮らしを守る「助け合い・支え合い」

「
多
様
な
主
体
に
よ
る
協

「
多
様
な
主
体
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
す
る
た
め
の
方
向
性

進
す
る
た
め
の
方
向
性

　
地
域
の
課
題
を
「
自
分
ご
と
」
と
し

て
考
え
、
そ
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

く
個
人
や
団
体
の
活
動
が
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
支
え
ま
す
。

　
み
ん
な
が「
協
働
」に
つ
い
て
知
り
、

自
治
会
や
地
区
公
民
館
、
地
域
活
動
団

体
な
ど
の
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
情
報
発
信
・
啓
発
活
動

な
ど
を
と
お
し
て
課
題
を
共
有
し
、
よ

り
協
働
の
気
運
を
高
め
ま
す
。

自
主
的
な
財
源
確
保
や
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
地
域
運
営
の
推
進

【
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
事
項
】

⃝

●●●

収
益
事
業
の
取
り
組
み
の
推
進

地
域
活
動
拠
点
に
お
け
る
取
り
組
み

の
拡
大
推
進

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入
推
進

地
域
指
定
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組

み
の
推
進

指針の詳細は、企画財政課（本庁舎２階）にあるほか、町ホームページ
（右の二次元コード読み取り）からもご覧いただけます。

　与謝野町では、自治会をはじめとした地域や町民の皆さんとの「対話の場」をとお
して、「多様な主体による協働のまちづくりの推進」がより前進していくための一定
のルールや考え方をまとめた指針を令和６年３月に策定しました。

地域の未来や多様な主体による協働について対話・意見交流を行いました

指針の公開

対
話
か
ら
地
域
課
題
を

共
有
し
、
協
働
の
気
運

を
高
め
る・

・
・【
み
ん
な
】

1

連
携
に
よ
る
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る

・
・
・【
み
ん
な
】

2
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
調
査
事
業
（
令

和
２
年
度
～
４
年
度
）
や
指
針
を
策
定

す
る
た
め
の
「
対
話
の
場
」
を
通
じ
て

明
ら
か
と
な
っ
た
、
重
点
的
に
推
進
す

べ
き
４
つ
の
項
目
を
取
組
目
標
と
し
て

掲
げ
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
地
域
運
営  

― 

楽
し
い
は
続
く
よ
、
ど
こ
ま
で
も 

―  

取
組
目
標 

1

【特集 ②】対話と協働で支え合う地域をめざして
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【
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
事
項
】

① 

多
様
な
主
体
に
よ
る
対
等
な
立
場

で
の
「
対
話
」
を
通
じ
た
地
域
活
動
の

協
力
・
連
携
・
協
働
の
推
進

② 

老
若
男
女
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
地
域

住
民
に
よ
る
地
域
活
動
へ
の
参
画
促
進

③ 

地
域
へ
の
「
義
務
」
と
し
て
の
か

か
わ
り
か
ら
、「
楽
し
ん
で
」
か
か
わ

る
こ
と
へ
の
意
識
醸
成

　
地
域
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
住
み
心
地
の
よ
さ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、「
行
政
に
よ
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
」
に
「
多
様
な
主
体
が
得

意
分
野
で
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
」
と
い
う
考
え
方
も
加
え
て
、
与
謝

野
町
に
か
か
わ
る
一
人
ひ
と
り
が
地
域

の
こ
と
を「
自
分
ご
と
」と
し
て
考
え
、

と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
き
め
細
か
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

―― 「
誰
か
が
や
っ
て
い
る
」
ま
ち

づ
く
り
か
ら
「
わ
た
し
（
た
ち
）
に
も

で
き
る
」
ま
ち
づ
く
り
へ

　
住
み
慣
れ
た
地
域
が
「
い
つ
ま
で
も

暮
ら
し
や
す
く
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続

け
た
い
」
と
み
ん
な
が
感
じ
ら
れ
る
地

域
社
会
、一
人
ひ
と
り
の
「
志
」
や
「
能

力
」
を
引
き
出
し
・
つ
な
い
で
協
働
す

る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
『
住
民
が
主

人
公
と
な
る
ま
ち
』
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
。 「

協
働
」
に
よ
り

「
協
働
」
に
よ
り

め
ざ
す
ま
ち

め
ざ
す
ま
ち

【特集 ②】対話と協働で支え合う地域をめざして

「
支
え
る
」
で
は
な
く
、
多
様
な
主
体

が
お
互
い
を
「
支
え
合
う
」
地
域
活
動

の
推
進

【
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
事
項
】

⃝

地
域
ぐ
る
み
の
高
齢
者
な
ど
の
生
活

支
援
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
「
支
え

合
い
」
活
動
の
推
進

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
る
地
域
活
動
の

柔
軟
性
の
向
上
と
効
率
化
の
推
進

【
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
事
項
】

⃝

●●

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ｗ
Ｅ
Ｂ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
活
用
し
た
会
議
や
対
話
、
交
流

機
会
創
出
の
推
進

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
情
報

発
信
、
情
報
共
有
の
推
進

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
地
域
の
課
題

解
決
の
推
進

　

行
政
は
、
自
治
会
や
地
区
公
民
館
、

地
域
活
動
団
体
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得

意
分
野
に
お
け
る
強
み
を
い
か
し
た
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
が
持
続

可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り

伴
走
し
ま
す
。

⃝

●

地
域
の
人
財
育
成
や
活
動
拠
点
、
中

間
支
援
団
体
な
ど
の
立
ち
上
げ
支
援

協
働
に
関
す
る
相
談
・
調
整
・
情
報

共
有
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
の
支

援

「
協
働
」
の
み
ん
な
の
決
め
ご
と

「
協
働
」
の
み
ん
な
の
決
め
ご
と

（「
協
働
」
に
取
り
組
む
際
の
大
切
な
考
え
方
）

（「
協
働
」
に
取
り
組
む
際
の
大
切
な
考
え
方
）

集
合
し
た
り
、
話
し
合
え
た
り
す
る

場
づ
く
り
の
推
進

得
意
分
野
の
知
識
や
資
格
等
を
い
か

し
、
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
の
推
進

若
者
や
女
性
の
参
画
機
会
創
出
の
推

進個
人
や
団
体
な
ど
の
「
や
り
た
い
」

思
い
を
支
援
し
、
実
現
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
の
推
進

人
と
人
、人
と
場
所
が
「
つ
な
が
る
」

「
つ
な
げ
る
」
仕
組
み
づ
く
り
の
推

進

⃝

●●●●

⑤ 地域活動を振り返ろう

④ 多様な主体と学び合い、
　つながろう

③ 相互理解を
　深めよう

② より開かれた
　情報交換をしよう

① 協働の理念を育てよう

　

対
話
と
協
働
に
よ
る

地
域
づ
く
り  

― 

あ
た
ま
（
思
考
）
も

― 

体
（
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
も
柔
ら
か
く 

―  

取
組
目
標 

2

　

多
様
な
主
体
が「
支
え
合
う
」

地
域
社
会
の
実
現

― 

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
あ
ち
こ
ち
で

― 　
　
　
　
　
　

助
け
て
と
つ
ぶ
や
く 

―  

取
組
目
標 
3

　

デ
ジ
タ
ル
の
活
用  

― 

思
い
を
飛
ば
そ
う
、
デ
ジ
タ
ル
化 

―  

取
組
目
標 

4

地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
伴
走

支
援
す
る

・
・
・【
行
政
】

3
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新
た
に
９
人
が
入
庁

新
た
に
９
人
が
入
庁

令和６年度令和６年度
新 規 採 用新 規 採 用
職 員 紹 介職 員 紹 介

よろしくお願いします！

今
年
度
、新
た
に
９
人
の
職
員
が
与
謝
野
町
役
場
に
加
わ
り
ま
し
た
。

今
年
度
、新
た
に
９
人
の
職
員
が
与
謝
野
町
役
場
に
加
わ
り
ま
し
た
。

本
人
の
言
葉
と
と
も
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
人
の
言
葉
と
と
も
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　
総
務
課

総
務
課  

☎
４
３・９
０
１
０

☎
４
３・９
０
１
０

３ 月に与謝野町へ引っ越してきました。配属先
の総務課では、与謝野町に関する日々の情報

が届き、学ぶことがたくさんあります。業務や日常
生活のなかでアンテナを張り、風景・文化など、ま
ちの魅力を吸収していきたいです。そして、町民で
ありながら役場の職員として、暮らしやすい、まち
づくりに貢献したいです。

令和７年度令和７年度
職 員 採 用職 員 採 用
情 報情 報

新
し
い
挑
戦
が
、

新
し
い
挑
戦
が
、

待
っ
て
い
る
。

待
っ
て
い
る
。

総務課総務課

木村 郁花木村 郁花
Kimura Ikuka

か わいい子どもたちに囲まれて、楽しい毎日を
送っています。ご縁があって、海や山そして

豊かな自然に囲まれたすてきな与謝野町の一員にな
れ、うれしくやりがいを感じております。園長先生
をはじめ、たくさんの先生方にご指導をいただきな
がら、１日でも早く仕事を覚えて子どもたちや保護
者の方々に寄り添い、よりよい園生活が送れるよう
にしっかりサポートしてまいります。
Tanaka Aya

つばきこども園つばきこども園

田中 綾田中 綾

与 謝野町の教育を受けて社会人となり、今度は
与謝野町の教育にかかわる立場となりました。

大学進学をきっかけに一度与謝野町を離れました
が、この町に戻り、町民の皆さまのために働くこと
ができるということに大きな喜びを感じています。
与謝野町の未来を担う子どもたちが、安心してより
良い教育を受けられるよう精一杯がんばります。学校教育課学校教育課

森垣 奈々森垣 奈々
Morigaki Nana

今 年度から山田保育園で保育士をしています。
私自身もここ与謝野町で生まれ育ち、豊かな

自然に恵まれた環境に触れながら、のびのびと育む
ことができました。そして次は、その育ちを支える
側に立ち、あらゆる事象に誠心誠意向き合い、子ど
もたちの成長を地域全体で喜べる環境づくりに励ん
で参ります。

Obase Keiya

山田保育所山田保育所

小長谷 佳也小長谷 佳也

与 謝野町出身ではありませんが、橋立中学校に
通っていたので与謝野町には思い入れがあり

ます。そんな思い出のある与謝野町で働くことがで
きて光栄です。町民の方々に寄り添い、生活を支え
られるような頼もしい職員になりたいです。そのた
めに、まずは職場と日々の業務に慣れることからが
んばります。

Tanaka Wakana

農林環境課農林環境課

田中 和佳菜田中 和佳菜

国 民健康保険に関係する業務を担当しています。
保険加入・喪失のお手続きや、人間ドックの

受診日調整など、皆さまの生活にかかわってくる大
事な業務に携われてうれしく思います。与謝野町出
身ではないため、まだまだ町の知らないことも多い
ですが、町民の皆さまのお役に立てるように精一杯
がんばります。※ １月１日付け採用

Kawashima Riho

保健課保健課

河嶋 里歩河嶋 里歩

障 害者福祉係で身体障害者手帳の申請に携わる
業務を担当します。進学をきっかけに、与謝

野町を離れましたが、与謝野町に戻り働けることを
大変うれしく思います。日々、学ぶ姿勢を忘れず、
一つひとつの業務をていねいに責任をもって取り組
んで参ります。

Yamazaki Mai

福祉課福祉課

山﨑 麻衣山﨑 麻衣

豊 かな自然にあふれたこの町で、保育教諭とし
て働けることを大変うれしく思います。私は、

子どもが夢中になって遊ぶ姿、試行錯誤して考える
姿、好奇心旺盛なキラキラとした目が大好きです。
未来を担っていく子どもたちが自信をもって歩んで
いけるよう、「その子らしさ」を大切に、責任感をもっ
て成長のお手伝いをしていきます。

Inoue Haruna

与 謝野町長との対話授業で、社会問題の改善策
を考えていくにつれて、与謝野町のために働

きたいと考え職員をめざしました。生まれ育った町
で働けることを大変うれしく思います。今は初めて
のことばかりですが、先輩方に教えていただきなが
ら早く仕事を覚えることに努めています。与謝野町
と住民の皆さんのために一生懸命がんばります。

Tanaka Masaki

上下水道課上下水道課

田中 雅貴田中 雅貴

新
た
に
９
人
の
職
員
が
入
庁
し
ま
し

新
た
に
９
人
の
職
員
が
入
庁
し
ま
し

た
。
令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
職
員
採

た
。
令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
職
員
採

用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
採
用
試
験
の

用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
採
用
試
験
の

日
程
や
募
集
人
数
な
ど
は
、
広
報
紙
や

日
程
や
募
集
人
数
な
ど
は
、
広
報
紙
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
お

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
求
め
る
人
材

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
求
め
る
人
材

像
や
過
去
の
採
用
情
報
は
町
ホ
ー
ム

像
や
過
去
の
採
用
情
報
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町ホームページ町ホームページ

精一杯がんばります！

新
規
採
用
職
員

辞
令
交
付
式
の
様
子

かえでこども園かえでこども園

井上 晴菜井上 晴菜
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令
和
５
年
度
事
業
に
お
い
て
、

消
防
計
画
に
基
づ
き
第
２
分
団
車

庫
詰
所
（
弓
木
）
の
新
築
と
第
４

分
団
（
石
川
）
の
多
機
能
型
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
更
新
し

ま
し
た
。

　
３
月
24
日
に
は
、
新
築
し
た
第

２
分
団
車
庫
詰
所
で
引
渡
式
を
実

施
。
山
添
町
長
か
ら
木
村
団
長
に

引
渡
書
が
手
渡
さ
れ
、「
地
域
の

消
防
防
災
の
拠
点
と
し
て
、
引
き

続
き
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
心
と
安

全
の
た
め
に
活
動
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
木
村

団
長
か
ら
は
「
こ
の
車
庫
詰
所
の

新
築
は
、
消
防
団
の
再
変
に
伴
い

実
施
し
た
も
の
で
す
。
大
切
に
長

く
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
月
31
日
に
は
、
第
４

分
団
で
も
引
渡
式
を
実
施
。
更
新

し
た
車
両
は
、
救
助
資
機
材
搭
載

型
車
両
と
な
っ
て
お
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

や
担
架
、
救
急
用
具
な
ど
も
配
備

し
て
い
ま
す
。
引
渡
後
、
団
員
た

ち
は
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
操
作
説

明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

車庫詰所の新築と小型動力ポンプ付積載車を更新

新築した詰所と第２分団の皆さん更新した車両と小型動力付ポンプ（第４分団）

小こ

西に
し 

翔し
ょ
う

大た

荻お
ぎ

野の 

賢け
ん

治じ

郎ろ
う

牛う
し

田だ 

智と
も

矢や

田た

中な
か 

莉り

央お

田た

村む
ら 

彪ひ
ゅ
う

剣げ
ん

田た

中な
か 

雅ま
さ

貴き

高た
か
や
ま山 

大た
い
へ
い平

吉よ
し

田だ 

知と
も
ひ
ろ弘

居い

相あ
い 

成し
げ
あ
き昭

小こ

牧ま
き 

厳よ
し
と
も友

中な
か
に
し西 

柊し
ゅ
う

二じ

石い
し

田だ 

光ひ
か
る

西に
し

野の 

陽は
る

己き

井い
の
う
え上 

颯そ
う

琉る

第
１
分
団

第
３
分
団

　

〃

　

〃
第
５
分
団

　

〃
第
６
分
団

　

〃
第
７
分
団

　

〃

　

〃
第
８
分
団

第
10
分
団

　

〃

　
３
月
31
日
付
け
で
退
任
さ
れ
た
、
木き

村む
ら

正ま
さ
の
り典
前
団
長
（
温
江
）
は
、
平
成
２

年
に
旧
加
悦
町
消
防
団
第
３
分
団
に
入

団
し
、
34
年
間
に
わ
た
り
消
防
団
活
動

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
令

和
２
年
４
月
か
ら
は
団
長
を
２
期
４
年

間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
退
任
式
で
は

「
団
長
就
任
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
流
行
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
消
防
団
活
動
が
で
き
な
い
時
期
が

あ
り
、本
当
に
苦
し
か
っ
た
。
し
か
し
、

皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
団
長
を

務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り

返
ら
れ
ま
し
た
。

　
木
村
前
団
長
の
ご
労
苦
に
対
し
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

● 前木村団長退任式、与謝野町消防団員辞令交付式

木村前団長、34年間お疲れ様でした

新
入
団
員
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）

上／団員に向け訓示を述べる足立団長
下／宣誓書を読み上げる高山団員

　
木
村
前
団
長
の
退
任
式
後
、
同

会
場
に
て
「
令
和
６
年
度 

与
謝

野
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
は
１
期
２
年
の
１
年
目
と

な
り
、
山
添
町
長
か
ら
足あ

立だ
ち

撤て
つ

生お

団
長
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
足
立
団
長
か
ら
幹

部
と
新
入
団
員
に
辞
令
を
交
付
。

新
入
団
員
を
代
表
し
て
第
６
分
団

の
高
山
大
平
団
員
が
「
不
公
平
並

び
に
偏
見
を
さ
け
、
何
人
も
恐
れ

ず
良
心
に
従
っ
て
忠
実
に
消
防
の

業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
厳
粛
に

誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま

し
た
。
新
た
に
14
人
の
団
員
が
、

消
防
団
員
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

● 令和６年度 与謝野町消防団辞令交付式

新幹部と新入団員に辞令を交付

多
く
の
先
輩
と
後
輩
に

出
会
え
た
34
年
間

多くの団員の拍手で見送られる木村前団長

４月７日、野田川わーくぱるにおいて、前木村団長の退任式
および令和６年度与謝野町消防団辞令交付式を開催しまし
た。退任式では、山添町長から感謝状を贈呈、また、消防団
員を代表してひまわりふれ愛隊から花束を手渡した後、団員
らは拍手で木村前団長をお見送りしました。
問　防災危機管理対策室 ☎ 43-9011

編集 ● 本部がんばってます！消防団
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町 政  News & Information

　

髙
岡
惠
子
さ
ん
（
男
山
）、

武
田
民
子
さ
ん
（
三
河
内
）、

横
谷
秀
樹
さ
ん
（
加
悦
）
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
12
年
以
上
の

長
き
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員

を
努
め
ら
れ
、
住
民
福
祉
の
向

上
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
功
績
を
た
た
え
、
３
月

21
日
、
与
謝
野
町
役
場
本
庁
舎

に
お
い
て
、
山
添
町
長
か
ら
与

謝
野
町
特
別
職
員
表
彰
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご
尽
力

に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

功績・功労をたたえて

● 与謝野町特別職員表彰

髙
た か お か

岡 惠
け い

子
こ

さん 横
よ こ た に

谷 秀
ひ で

樹
き

さん武
た け

田
だ

 民
た み

子
こ

さん

左
か
ら
髙
岡
さ
ん
、
武
田
さ
ん
、
横
谷
さ
ん

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

● 問い合わせ先
● 与謝野町立図書館 ☎ 46-2451
● 加悦分室 ☎ 43-0376
● 野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間
● 午前 10 時～午後６時　
● 休館日
● 毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火
● 曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

貸し出しが貸し出しが
多かった本多かった本
ＢＥＳＴ３ＢＥＳＴ３

昨年４月１日から今年３月31日までに120,875冊（昨年度122, 368冊）の
本を貸し出しました。この１年間で、貸し出しが多かった本「BEST３」を紹
介します。
※ 人気の本は貸出中の場合がありますが、予約をすれば図書が返却されしだい、取り置き

できます。図書館ホームページから貸出状況の確認や予約（要事前登録）ができます

『成瀬は天下を取りに行く』
宮島未奈／新潮社

地元の滋賀県愛にあふれた、わが道を
突き進む成瀬の姿を描いた青春小説。
続巻『成瀬は信じた道をいく』もぜひ。

一般書
第 1位

『魔女と過ごした七日間』
東野圭吾／ KADOKAWA

２位　『汝、星のごとく』
２位　凪良ゆう／講談社
３位　『あなたはここにいなくとも』
２位　町田そのこ／新潮社

AI による監視システムが強化された日本
で起きた殺人事件により刑事である父を亡
くした少年が謎めいた女性（円華）と犯人
を追う、人気作家 100 冊目のミステリー。

児童書
第 1位

『ラブラブ・天使の恋まじない』
なまためひろみ／ポプラ社

２位　『テーマパークのサバイバル』
２位　ポドアルチング／朝日新聞出版
３位　『大雪のサバイバル』
２位　ポドアルチング／朝日新聞出版

生年月日から、あなたをまもる天使タイプ
を導きだし、あなたの恋を応援するとって
おきのおまじないがわかります。大人気う
らないシリーズの１冊。

第 1位

２位　『大ピンチずかん』
２位　鈴木のりたけ／小学館
３位　『ドーナツペンタくん』
２位　柴田ケイコ／白泉社

絵　本 『ぼくはいったいどこにいるんだ』
ヨシタケシンスケ／ブロンズ社

自分がいまどこにいるのか、何が一番大事
なのか。いろんなことを地図にするとわか
ることがある。大人にも大人気の作家によ
るちょっと自分を考えてみたくなる絵本。

今年の本屋 大賞

おはなし会を開催します

【加悦分室】
５月 11 日（土）午前 10 時 30 分～５月 11 日（土）午前 10 時 30 分～

【野田川分室】
５月 25 日（土）午前 10 時 30 分～５月 25 日（土）午前 10 時 30 分～

【本館】
６月１日（土）午前 10 時 30 分～６月１日（土）午前 10 時 30 分～

ふくらはぎ伸ばし
No.7

無理をせず痛みのない範囲で、少しずつ休みながら行う。
運動時は息を⽌めずに自然な呼吸を心がける。
体調の悪いときは決して無理をせずに休む。
椅子や机を使用するときは安定したものを使い、パイプ椅子や
キャスター付きの椅子など、軽いものや動くものは使用しない。

●
●
●
●

運動の注意点

後ろ足のつま先を少し内向きにすると、
ふくらはぎの筋肉がさらによく伸びます

足を前後に開き、胸を張る。
両足のつま先を正面に向けて前足
のひざを少し曲げ、後ろ足のひざ
を伸ばして、後ろ足のかかとを
ゆっくりと床に押しつける。
反対側も同様に行う。

①
②

③

手順（左右 30 秒）

問　保健課 ☎ 43-9022

※ 反動をつけて、かかとをぐいぐい押し付けないように注意しましょう
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令和６年
能登半島地震

災害義援金

【３月末現在の額】

281 万 8,917 円

皆さまの温かいご支
援、ありがとうござい
ます。

与謝野町公式
SNS

＆
WEB サイト

LINE
アカウント

インスタグラム Facebook
ページ

Youtube
チャンネル

ホーム
ページ

与謝野町
有線

テレビ

番組
ガイド

教育委員会委員に植田氏を任命
問　総務課 ☎ 43-9010

高等学校と連携し与謝野町の活性化をめざして
香里ヌヴェール学院中学校・高等学校と連携協定を締結 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し

て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
岡お
か

田だ

三み

え

こ
栄
子
さ
ん
（
岩
滝
）
が
、
一
身

上
の
ご
都
合
に
よ
り
３
月
31
日
を

も
っ
て
辞
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
４

月
１
日
付
け
で
植う
え
田だ

智と
も
子こ

さ
ん
（
男

山
）
が
後
任
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

　
同
委
員
会
は
、
教
育
長
と
４
人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
、
学
校
の
管
理
運

営
の
指
導
助
言
、
命
令
監
督
な
ど
を

行
う
ほ
か
、生
涯
学
習
、文
化
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
幅
広
い
施
策

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

植田 智子さん（新任）

　
４
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
与
謝
野
町

議
会
４
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
は

山
﨑
良
磨
さ
ん
に
、
副
議
長
は
渡
邉
貫

治
さ
ん
に
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
正

副
議
長
の
任
期
は
、
申
し
合
わ
せ
に
よ

り
２
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
議
長
】
や
ま
ざ
き 

り
ょ
う
ま

平
成
30
年
に
与
謝
野
町
議
会
議
員
に
初
当
選
。

現
在
２
期
目
。

与謝野町議会の正副議長が決定
問　議会事務局 ☎ 43-9027 産業振興に特化した情報発信ツール

与謝野町産業振興ホームページを開設 問　産業観光課 ☎ 43-9012

　

与
謝
野
町
で
は
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
加
え
、
産
業
や
観
光
、
与

謝
野
町
特
産
品
の
ペ
ー
ジ
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
事
業
者
向
け
の
補
助

金
制
度
を
お
知
ら
せ
す
る
ペ
ー
ジ
を

設
け
た
「
与
謝
野
町
産
業
振
興
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
を
、
３
月
28
日
に
開
設

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
同
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

て
情
報
発
信
い

た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

４
月
４
日
、
与
謝
野
町
は
香
里
ヌ

ヴ
ェ
ー
ル
学
院
中
学
校・高
等
学
校（
大

阪
府
／
池い

け

田だ

靖や
す
あ
き章

校
長
）
と
官
学
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
式
で
は
、
池
田
校
長
と
山
添
町

長
が
協
定
書
に
署
名
。池
田
校
長
は「
生

徒
た
ち
は
与
謝
野
町
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
観
光
や
産
業
な
ど

の
地
域
資
源
に
触
れ
、
自
分
た
ち
の
探

究
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
大
阪
の
地
で
与
謝
野

町
の
物
産
展
を
企
画
し
て
い
る
生
徒
も

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
は
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
な
げ

る
た
め
に
、
同
校
が
推
進
す
る
探
究
学

習
を
通
じ
て
、
町
内
に
お
け
る
「
地
域

経
済
」「
農
業
・
食
品
産
業
」「
観
光
産

業
」
な
ど
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

協
定
書
に
署
名
し
た
池
田
校
長
（
左
）
と
山
添
町
長

与謝野町 産業 検 索
産業振興ホームページのトップビュー

産業振興
ホームページ

【
副
議
長
】
わ
た
な
べ 

か
ん
じ

平
成
26
年
に
与
謝
野
町
議
会
議
員
に
初
当
選
。

現
在
３
期
目
。

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、３月 16 日から４月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

［
石
　
川
］

松ま
つ
も
と本 

幸さ
ち

子こ

（
95
才
）

瀬せ

戸と 

太た

一い
ち
ろ
う郎
（
77
才
）

［
三
河
内
］

井い

﨑ざ
き 

茂し
げ

夫お

（
80
才
）

井い
の
う
え上 

勝か
つ
己み

（
86
才
）

［
算
　
所
］

野の

ぎ木 

一か
ず
と
し利

（
75
才
）

［
四　

辻
］

田た

中な
か 

蒼そ
う
太た

郎ろ
う

達　
也
（
た
つ
や
）

悠　
那
（
は
る
な
）

（　
　
　
　

）

［
下
山
田
］

山や
ま
し
ろ城 

澪れ

あ蘭

楓　
汰
（
ふ
う
た
）

●
藍
●
（
あ　
い
）

（　
　
　
　

）

［
後　

野
］

藤ふ
じ

田た 

達た
つ

暉き

剛　
史
（
た
か
し
）

美　
里
（
み
さ
と
）

（　
　
　
　

）

［
岩　

滝
］

百も
も
ど
り鳥 

衣い

純ず
み

●
武
●
（
た
け
し
）

朋　
子
（
と
も
こ
）

（　
　
　
　

）

糸い
と
井い 

心こ

春は
る

康　
倫
（
や
す
の
り
）

真
奈
美
（
ま
な
み
）

（　
　
　
　

）

鍵か
ぎ
井い 

大そ

ら空

翔　
太
（
し
ょ
う
た
）

●
楓
●
（
か
え
で
）

（　
　
　
　

）

［
算　

所
］

宮み
や
も
と本 

太た
い
よ
う陽

脩　
摩
（
し
ゅ
う
ま
）

●
唯
●
（
ゆ　
い
）

（　
　
　
　

）

［
岩
　
滝
］

今い
ま
お
か岡 

厚あ
つ
し

（
81
才
）

間ま

お苧
谷た
に 
一ひ
と
美み

（
64
才
）

［
弓
　
木
］

白し
ら

数す 

房ふ
さ

江え

（
71
才
）

［
幾
　
地
］

福ふ
く

井い 

政ま
さ
と
も智

（
50
才
）

藤ふ
じ
が
き垣 

武た
け

夫お

（
90
才
）

平ひ
ら 

節せ
つ
子こ

（
95
才
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

令和６年３月末現在
まちのうごき

人　口 19,637 人（－ 60）

　男　 19,421 人（－ 30）

　女　 10,216 人（－ 30）

世帯数 8,883 戸（＋ 34）
※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

総務課
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

与謝野町役場本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理
対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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※ 掲載している情報は、４月 24 日（水）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申 InformationInformation

【令和６年度】与謝野町人間ドック事業

与謝野町では、与謝野町国民健康保険および後期高齢者医療制度の
加入者を対象に、病気の予防や早期発見、早期治療と健康管理を図
るため、人間ドックの費用の一部を補助します。なお、年度途中で
内容が変更となる場合がありますので、予めご了承いただきますよ
うお願いします。

申込期限

12月27日 ㊎
※ 補助対象期間は、令和７年３月末日まで

● 利用者要件

● 健 診 科 目

● 費 用 負 担

● 利 用 方 法

● 事業対象の
● 医 療 機 関

● 問

以下のすべてを満たす方
・今年度、町民健診を受けていない方
・国民健康保険税や後期高齢者医療保険料を完納している世帯に属する方
・国民健康保険に加入の方は、30 歳以上の被保険者
・同一年度内に当該事業の利用がない方
・基本健診科目
・オプション科目（PET 検診、前立腺がん検診、乳がん検診、子宮がん検診、骨密度検診など）

【基本健診】９割の額を町が負担し、残りの１割の額を利用者が退院の際、医療機関にお支
払いください。
※ 基本健診は４万円程度が費用総額となるので、利用者は約 4,000 円のお支払いになります

【町が補助対象としているオプション科目】費用の５割の額を負担していただくことになり
ます
※ 節目ドック（令和７年３月末日において、満 45 歳、50 歳、55 歳、60 歳、65 歳、70 歳の方）
がオプション科目を利用したときは、その費用の一部を後日払い戻しさせていただきますの
で、利用日から１ヵ月以内に利用申し込みとは別に申請手続きが必要です
① 利用を希望する方は保険証をお持ちのうえ、保健課（加悦庁舎）までお越しください。
　健診日時や医療機関等の調整を行い、利用申込書の記入・提出をお願いします。
② 後日、「人間ドック利用券」を送付しますので、利用日に利用券を忘れずに医療機関へ持っ
　て行ってください。
京都府立医科大学附属北部医療センター、いわさく診療所、丹後中央病院、福知山市立福知
山市民病院、京都ルネス病院、舞鶴赤十字病院、京都予防医学センター、御池クリニック、
四条烏丸クリニック
保健課 ☎ 43-9022

【広告枠】

町ホームページ

【新規】よさの住環境改善省エネ家電買換応援事業

与謝野町では、電気代などの高騰に伴う家計
負担の軽減と、家庭における地球温暖化対策
の推進を図ることを目的に、自らが居住する
住宅において、省エネ家電などへの買い換え
費用の一部を予算の範囲内において補助しま
す。

4 月 1日 ㊊ 8月31日 ㊏～

● 購入対象期間

● 申請受付期間

～5 月15日 ㊌ 9月30日 ㊊

① 省エネ基準達成率 100％以上の家庭用電気機械器具等
● 対象家電等

● 補 助 要 件

● 補 助 金 額

冷蔵庫、冷凍庫、LED 照明器具、テレビ、エアコン
※ エアコンは旧基準（目標年度 2010 年）の省エネ基準達成の製品も対象
・

・
・

・

【与謝野町内に本店のある店舗で購入】　
経費の３分の１（100 円未満切り捨て）　上限額：５万円

【与謝野町内に本社本店を有しない町内家電販売店などで購入】
経費の６分の１（100 円未満切り捨て）　上限額：２万 5,000 円

町内の対象家電などを取り扱う事業者から新品の対象家電などを購入し、既存のものと取
り換えたものであること。
対象家電などが中古品、リースおよびレンタルによるものではないこと。
４月１日から９月 30 日までの間に対象家電などを設置し、買い換え前の家電のリサイク
ルまたは適正な廃棄が完了したものであること。
国などによるほかの補助金などの交付を受けていないこと。ただし、京都府が行う「家庭
向け省エネ・脱炭素行動促進事業」は申請することができる（対象エアコン・冷蔵庫の場合）

② LED 電球
● 対象家電等
● 補 助 要 件

● 補 助 金 額

LED 電球
・

・
経費の２分の１（100 円未満切り捨て）　上限額：１万円
※ 与謝野町内に店舗を有する事業者からの購入であれば、本社本店町内外の区分なし

町内の LED 電球を取り扱う事業者から新品の LED 電球を購入し、既存のものと取り換
えたものであること。
LED 電球が中古品、リースおよびレンタルによるものではないこと。

● 補助対象者
● 補助金額

● 申請方法

与謝野町内に住所を有する個人。
・補助対象経費は、対象家電本体購入費（税抜き）とします。
・補助申請は１世帯１回とし、補助金額の上限は①・②を併せて合計５万円とします。
電子申請または農林環境課（加悦庁舎２階）または産業観光課（本庁舎１階）に提出

①・②共通事項

問い合わせ先
地球温暖化対策室（農林環境課内） ☎ 43-9023
産業観光課 ☎ 43-9012

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問

（土日および祝日を除く）
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※ 掲載している情報は、４月 24 日（水）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ

と
納
税
活
用
事
業

と
納
税
活
用
事
業
のの
募
集
募
集

　

与
謝
野
町
で
は
、

豊
か
な
社
会
や
持
続

的
な
地
域
経
済
の
実

現
と
町
民
が
生
き
生

き
と
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
た
「
与
謝
野
町
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納

税
活
用
事
業
」
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
事
業　
地
域
づ
く
り
事
業

そ
の
他　
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
企
画
財
政
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
６
月
17
日
（
月
）
ま
で
、
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
企

画
財
政
課
（
☎
４
３・９
０
１
５
）
へ
。

　
学
校
給
食
調
理
員

学
校
給
食
調
理
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
の
募
集

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
の
募
集

応
募
要
件　
心
身
と
も
に
健
康
な
方

業
務
内
容　
学
校
給
食
調
理
業
務

※ 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務

募
集
人
員　
１
人

任
用
期
間　
６
月
１
日
（
土
）
～
令
和

７
年
３
月
31
日
（
月
）

※ 

勤
務
成
績
に
基
づ
き
再
度
任
用
あ
り

勤
務
日　
月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時

報
酬　
月
額
17
万
円
程
度

社
会
保
険
等　
勤
務
日
数
・
時
間
に
よ

り
共
済
組
合
・
雇
用
保
険
な
ど
に
加
入

そ
の
他
の
手
当
・
勤
務
条
件　
「
与
謝

野
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
の

規
定
に
よ
り
、
支
給
・
勤
務
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
５
月
24
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
（
☎
４
２・７
２
０
６
）
へ
。

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
のの

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

　
与
謝
野
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で

は
、
健
康
の
増
進
と
町
民
の
親
睦
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
「
い
き
い
き
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
程　
６
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～

午
後
２
時
半
（
予
定
）　
※ 

雨
天
中
止

集
合
時
間　
午
前
９
時

集
合
場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
駐
車
場

※ 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
現
地
ま
で
移
動

コ
ー
ス　
出
石
城
跡
周
辺
コ
ー
ス
（
兵

庫
県
出
石
町
）

対
象
者　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

※ 

小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

定
員　
先
着
40
人　
※ 

参
加
無
料

持
ち
物
な
ど　
弁
当
（
出
石
城
跡
周
辺

に
食
事
処
な
ど
も
あ
り
ま
す
）、
水
筒
、

雨
具
、
歩
き
や
す
く
慣
れ
た
靴
、
タ
オ

ル
、
着
替
え

　
　
　
　

５
月
22
日
（
水
）
ま
で
に
、

社
会
教
育
課（
☎
４
３・９
０
２
６
）へ
。

大
江
山
一
斉
登
山
の
参
加
者
募
集

大
江
山
一
斉
登
山
の
参
加
者
募
集

　
大
江
山
観
光
開
発
協
議
会
で
は
、「
丹

後
天
橋
立
大
江
山
国
定
公
園
」
大
江
山

の
、
初
夏
の
美
し
い
自
然
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
「
第
39
回
大
江
山
一
斉

登
山
」
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

日
時　
５
月
26
日
（
日
）
午
前
８
時
半

～
午
後
４
時

※ 

雨
天
の
場
合
は
中
止

コ
ー
ス
等
〔
与
謝
野
町
の
登
山
口
（
集

合
時
間
）・
頂
上
ま
で
の
距
離
・
時
間
〕

● 

Ａ
コ
ー
ス

池
ヶ
成
キ
ャ
ン
プ
場
（
午
前
８
時
半
）

～
千
丈
ヶ
嶽
・
約
3.7
㎞
・
約
３
時
間

● 

Ｂ
コ
ー
ス

加
悦
双
峰
公
園
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
前

（
午
前
10
時
）
～
千
丈
ヶ
嶽
・
約
1.7
㎞
・

約
１
時
間
30
分

※ 
こ
の
ほ
か
に
も
、
宮
津
市
（
航
空

管
制
塔
）、
福
知
山
市
（
北
陵
総
合
セ

ン
タ
ー
・
大
江
山
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ
）

の
３
つ
の
登
山
口
が
あ
り
ま
す

　
　
　
　

５
月
22
日
（
水
）
ま
で
に
、

産
業
観
光
課（
☎
４
３・９
０
１
２
）へ
。

ヨ
ガ
体
験
講
座
の
受
講
生
募
集

ヨ
ガ
体
験
講
座
の
受
講
生
募
集

日
時

● 

水
曜
日
教
室　

６
月
12
日
、
７
月

10
日
、
９
月
11
日
、
12
月
４
日

【
リ
ラ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス
】

午
後
１
時
半
～
２
時
半　
　

【
ス
ッ
キ
リ
コ
ー
ス
】

午
後
２
時
45
分
～
３
時
45
分

● 

土
曜
日
教
室　

６
月
22
日
、
７
月

27
日
、
９
月
28
日
、
12
月
14
日

【
リ
ラ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス
】

午
後
３
時
～
４
時

会
場　
加
悦
地
域
公
民
館　
　

対
象
者　
18
歳
以
上
の
与
謝
野
町
在
住

ま
た
は
在
勤
の
方

講
師　
さ
か
も
と 

く
み
氏

定
員　
各
コ
ー
ス
と
も
先
着
30
人

※ 

３
人
以
上
で
開
催

受
講
料　
無
料

　
　
　
　
５
月
17
日
（
金
）
か
ら
31
日

（
金
）
ま
で
に
、
加
悦
地
域
公
民
館
・

中
央
公
民
館
・
知
遊
館
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
加
悦
地

域
公
民
館
（
☎
４
３・０
３
３
５
）
へ
。

な
お
、
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
野
田
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

で
は
、
次
の
と
お
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
５
月
27
日
、
６
月
24
日
、
７

月
22
日
、
８
月
26
日
、
９
月
23
日
、
10

月
28
日
、
11
月
25
日

※ 

い
ず
れ
も
月
曜
日

※ 

雨
天
の
場
合
は
中
止

時
間　
午
前
８
時
半
か
ら
受
付
開
始

※ 

事
前
予
約
は
不
要
。
当
日
受
け
付

け
の
み

場
所　
野
田
川
森
林
公
園

定
員　
先
着
96
人

参
加
費　
お
１
人
５
０
０
円

そ
の
他　
入
賞
商
品
、
抽
選
に
よ
る
お

楽
し
み
賞
、
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

問　
野
田
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会 

多
田 

☎
４
２・５
５
０
１

長
島 

☎
４
２・３
６
８
３

問
・
申

【
令
和
６
年
度
】

【
令
和
６
年
度
】

女
性
相
談
開
設
日
の
お
知
ら
せ

女
性
相
談
開
設
日
の
お
知
ら
せ

　
家
庭
内
の
問
題
、
夫
や
恋
人
か
ら
の

暴
力
、
職
場
内
の
問
題
、
人
間
関
係
な

ど
、
女
性
が
抱
え
る
悩
み
や
生
き
づ
ら

さ
を
、
女
性
の
相
談
員
が
お
聞
き
し
、

一
緒
に
考
え
て
問
題
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
。
相
談
無
料
。

相
談
日　

５
月
31
日
（
金
）、
７
月
31

日
（
水
）、
９
月
27
日
（
金
）、
12
月
11

日
（
水
）、
令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）

※ 

当
日
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
が
、

前
日
ま
で
の
予
約
が
０
件
の
場
合
は
中

止
し
ま
す

会
場　
役
場
加
悦
庁
舎

相
談
方
法　
１
人
50
分
程
度
、
要
予
約

（
定
員
３
人
）

相
談
員　
女
性
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー

　
　
　
　
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
、
住

民
税
務
課
（
☎
４
３・９
０
２
０
）
へ
。

「
陶
「
陶･･

墨墨･･

漆
」
作
品
展
の
開
催

漆
」
作
品
展
の
開
催

日
程　
５
月
26
日
（
日
）
～
６
月
23
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※ 

月
曜
日
休
館
、
入
場
無
料

会
場　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

知
遊
館

内
容　
与
謝
野
町
在
住
の
坪
倉
晶
子
さ

ん
と
母
の
梅
田
幸
子
さ
ん
、
父
で
陶
芸

家
の
故
梅
田
明
夫
さ
ん
の
３
人
展
。
陶

問

InformationInformation

問
・
申

芸
、
水
墨
画
、
漆
器
な
ど
を
展
示
。

　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６・２
４
５
１

写
真
展
「
ち
り
め
ん
街
道
の
風
景
」
の

写
真
展
「
ち
り
め
ん
街
道
の
風
景
」
の

開
催
開
催

　
旧
尾
藤
家
住
宅
で
は
、
加
悦
写
真
ク

ラ
ブ
様
の
ご
協
力
の
も
と
、写
真
展「
ち

り
め
ん
街
道
の
風
景
」を
開
催
し
ま
す
。

今
年
１
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
旧
尾
藤
家
住
宅
を
、
ち
り
め
ん

街
道
の
写
真
で
祝
い
ま
す
。

期
間

５
月
16
日
（
木
）
～
７
月
２
日
（
火
）

展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
予
定

● 

６
月
４
日
（
火
）
ま
で　

尚し
ょ
う
武ぶ

の
節
句
展 

～
武
を
尊
び 

い
ざ
勝
負
～

● 

６
月
６
日
（
木
）
～
９
月
３
日
（
火
）

夏
の
し
つ
ら
え
展

● 

７
月
11
日
（
木
）
～
９
月
３
日
（
火
）

あ
か
り
展
Ⅰ

　
　
旧
尾
藤
家
住
宅

☎
４
３・１
１
６
６

給
与
を
支
払
う
事
業
者
の
方
に
向
け
た

給
与
を
支
払
う
事
業
者
の
方
に
向
け
た

「
定
額
減
税
説
明
会
」
の
開
催

「
定
額
減
税
説
明
会
」
の
開
催

　
令
和
６
年
分
の
所
得
税
に
お
け
る
特

別
税
額
控
除
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
事

業
者
が
６
月
１
日
以
後
最
初
に
支
払
う

給
与
な
ど
に
つ
き
源
泉
徴
収
を
行
う

際
、
定
額
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
宮
津
税
務
署
で
は
、
定
額

減
税
の
内
容
や
源
泉
徴
収
事
務
に
つ
い

て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
20
日
（
月
）
午
後
２
時
半

～
４
時

会
場　
与
謝
野
町
商
工
会

対
象
者　
給
与
を
支
払
う
事
業
者
の
方

定
員　
50
人

　
　
　
　

前
日
ま
で

に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た

は
宮
津
税
務
署
法
人

課
税
部
門
（
☎
２
２・３
２
７
５
）
へ
。

民
俗
文
化
財
等
へ
の
助
成
事
業

民
俗
文
化
財
等
へ
の
助
成
事
業

助
成
者　
公
益
財
団
法
人 

祇
神
会

助
成
対
象　
地
域
の
民
俗
芸
能
お
よ
び

無
形
文
化
財
の
保
存
活
動
へ
の
助
成

※ 

国
ま
た
は
町
の
指
定
・
登
録
無
形
民

俗
文
化
財
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

　
　
　
　

７
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
、

社
会
教
育
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
社
会
教
育
課
（
☎

４
３・９
０
２
６
）
へ
。

現在開催中の「尚武の節句展」

町ホームページ

LINE 予約 昨年の一斉登山の様子

問
・
申

問
・
申

問
・
申

問
・
申

問
・
申

問
・
申

問問
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【広告枠】

広告掲載募集中

● サイズ　W60mm × H45mm
● 料　金　月額 5,000 円／枠
● その他　最大３枠まで掲載可
　　総務課 ☎ 43-9010問

※ 掲載している情報は、４月 24 日（水）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
官
等
の
募
集

【
自
衛
官
候
補
生
】

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
常
時
受
け
付
け

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
一
般
曹
候
補
生
】

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
７
月
１
日
（
月
）
～
９
月

３
日
（
火
）

試
験
日　

【
１
次
】９
月
14
日（
土
）～
22
日（
日
）

【
２
次
】10
月
12
日（
土
）～
27
日（
日
）

※ 

い
ず
れ
も
、
期
間
中
の
う
ち
１
日

を
指
定

　
　
　
　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８

救
援
金
の
受
け
付
け

救
援
金
の
受
け
付
け

　

日
本
赤
十
字
社
で

は
、「
２
０
２
４
年
台

湾
東
部
沖
地
震
救
援

金
」
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
６
月
28
日
（
金
）
ま
で

受
付
口
座

《
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
》

口
座
番
号　

０
０
１
１
０・２・５
６
０
６

加
入
者
名　
日
本
赤
十
字
社
（
ニ
ホ
ン

セ
キ
ジ
ュ
ウ
ジ
シ
ャ
）

※ 

通
信
欄
に
「
２
０
２
４
年
台
湾
東

地
を
上
が
る
際
は
、
後
進
・
段
差
は
必

ず
ま
っ
す
ぐ
に
進
入
し
、
路
肩
か
ら
は

余
裕
を
持
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

● 

機
体
が
大
き
い
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田

植
え
機
の
運
転
で
は
、
運
転
席
か
ら
見

え
な
い
死
角
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
死

角
な
ど
に
も
十
分
に
注
意
し
、
後
進
時

は
よ
り
慎
重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

● 

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、
こ
ま
め

に
休
憩
を
と
り
、
水
分
・
塩
分
を
補
給

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
農
林
環
境
課 

☎
４
３・９
０
２
３

た
め
池
や
水
路
で
遊
ば
な
い
で

た
め
池
や
水
路
で
遊
ば
な
い
で

　
田
ん
ぼ
で
水
を
利
用
す
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も
が
誤
っ
て

転
落
す
る
な
ど
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

た
め
池
や
水
路
で
遊
ば
な
い
よ
う
、
家

族
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
声
か
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
農
林
環
境
課 

☎
４
３・９
０
２
３

部
沖
地
震
救
援
金
」
と
明
記
を
お
願
い

し
ま
す

※ 

郵
便
局
窓
口
で
の
振
り
込
み
の
場

合
は
、
振
込
手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す

《
都
市
銀
行
》

● 

三
井
住
友
銀
行　
す
ず
ら
ん
支
店

（
普
）
２
７
８
７
７
９
９

● 

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行　
や
ま
び
こ
支
店

（
普
）
２
１
０
５
８
０
２

● 

み
ず
ほ
銀
行　
ク
ヌ
ギ
支
店

（
普
）
０
６
２
３
５
９
５

※ 

口
座
名
義
は
す
べ
て
日
本
赤
十
字
社

※ 

ご
利
用
の
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
、

振
込
手
数
料
が
別
途
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
　
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部

☎
０
７
５・４
６
８・１
１
８
２

安
全
な
農
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う

安
全
な
農
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
春
作
業
に
向
け
、
農
業
機
械
を
使
う

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。京
都
府
で
は
、

春
の
農
繁
期
に
お
い
て
、
農
家
の
農
作

業
安
全
意
識
を
高
め
、
農
作
業
機
械
に

よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
春
の

農
作
業
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
特

に
次
の
事
項
に
注
意
し
て
、
農
作
業
事

故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

● 

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
付
ト
ラ

ク
タ
ー
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

● 

田
植
え
機
で
の
作
業
時
は
、
傾
斜

与謝野町公式
災害時など緊急時に直接情報をお届けします

1,700 人を超える方に友だち追加いただいている「与謝野町公式 L
ラ イ ン

INE アカウン
ト」。今後も公式 LINE をとおして町政情報やイベントなどの情報を発信してい
きますので、皆さんの「友だち追加」をお待ちしています。

LINELINE

与謝野町公式LINEアカウントの「友だち登録」は、次の２のステップで！

必ず「受信設定」で欲しい情報を設定してください

受信設定することで、欲しい情報だけを LINE で受け取ることが
できます。各リッチメニューにある「受信設定」から設定でき、「ご
み収集日」や「子育て情報」専用の受信設定もあります。
※ 緊急時の防災情報などは、受信設定にかかわらず配信する場
合があります

受信設定をタップ

Point
1

Point
2 ごみの分別方法が

調べられる
「メッセージ入力（①）」欄にご
みの名称を入力すると、自動で
分別方法を応答します。

※ 登録していないごみ、キーワード
に合致しない場合は、分別方法の応答
ができません

①

Point
3 欲しい情報に応じた

３つのリッチメニュー
「基本設定／①」「子育て世代向け／②」「事
業者向け／③」の欲しい情報によって、メ
ニューデザインが３つに変わります。
① 「暮らし」「防災・危機管理」「広報 PR」
② 「暮らし」「子育て」「防災・危機管理」
③ 「暮らし」「事業者向け」「広報 PR」

リッチメニュー

お住いの地区を登録いただくと、収集日の前日
または当日に通知が届きます。

ごみ収集日のお知らせ

問い合わせ先 ／ 総務課  ☎ 43-9010

二次元コードで登録

右の二次元コードを読み

取り、「追加」ボタンを

タップして登録。

アプリ内の検索で登録

LINE アプリ内で「与謝野町」と
検索し、「与謝野町役場」を選び、

「追加」ボタンをタップして登録。

・・・・・・・・

与
謝
野
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん

日赤ホームページ

問 問

問

問
・
申

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

今月の納期
５月31日（金）まで

固 定 資 産 税 ：　第１期
軽 自 動 車 税 ：　全　期

町ホームページ
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